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三日目： 

二日目は中国の方位の測定についての勉強をしました。続いては、古代中国

の時間の測定法を勉強しましょう。 

 

中国の三国時代（およそ紀元 300 年）に生きていた中国人は、昼間にはどの

ように時間を判断したと思いますか。また、何を使ったと思いますか。（事前ア

ンケートのチェック） 

 

 

中国の三国時代（およそ紀元 300 年）に生きていた中国人は、夜にはどのよ

うに時間を計ったと思いますか。または何を使ったと思いますか。（事前アンケ

ートのチェック） 

 

  

時計を使用する時代に入る前に、中国では、昼間に日時計を使い、影の長さ

により、時間を表したといわれていますが、夜には、太陽がもう沈んであって

日時計を使えませんから、古代の中国人は線香、ろうそく、または人が敲鑼（鑼

という楽器をたたく）で時間を判断しました。 
 右の図は、時刻の１２支「注７」です。ご覧のように古代の中国は 1 日を１

２の時間帯に分けていました。現在は１時、

２時、３時と時間を呼んでいますが、昔の中

国は子
ね

時、丑
うし

時などと時間を呼んでいました。 

ですから、中国も日本も真昼の１２時を正

午といいます。その起源も午時（１１時～１

３時）にさかのぼれます。 

その他、夜の９時～１１時は１更で、１１

時～朝１時は２更で、朝２時～４時は３更で、

４時～６時は４更で、６時～８時は５更だと

も言いました。 
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注７、 

十二支： 

 子
ね

、丑
うし

、寅
とら

、卯
う

、辰
たつ

、巳
み

、午
うま

、未
ひつじ

、申
さる

、酉
とり

、戌
いぬ

、 亥
いのしし

というのは方角

や日時を数えるための記号、中国が起源で、一説では商の時代（日本の縄

文式文化）から使われていたとも言われます。 
 それぞれの意味は、草木の生長の様子を表し、子（種子誕生）、 丑（芽

が出る）、寅（地面にはえる）、卯（茂る）、辰（活発に動く）、巳（極限に

茂る）、午（衰退の兆し）、未（果実が熟す）、申（果実が固まる）、酉（極

限に熟す）、戌（枯らす）、亥（種子の中に閉ざされる）です。 

紀元前の東周（春秋時代）に、１２支に動物を当てはめるようになりま

した。日本にはこの動物で表す１２支と漢字の１２支が同時に伝わりまし

た。この二者は同じものなのですから、対応させるべきだと考えられたよ

うです。 
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１、海島算経の第一問の復習 

               E 
  A 
 
 
 

x 歩              

  
                   D
   B             C     

          y 歩                123 歩

          
  
まず、単位を統一しよう。3 丈 =   5  歩。 
いまは AB を x 歩として、BC を y 歩とする。 
  
△ ABD∽△ECDにより、AB：CE＝  BD ：CD
 
(1) より、x：   5    ＝ （ y＋123 ）：1
    123x＝ 5 ( y +123) 

     x＝  
123

)123(5 +y      ········ (2) 

 
 

 

単位 :  1 里 = 300 步 
1 步 = 60 寸 = 6 尺 = 0.6 丈  
 
  
        

   ········ (1) 

23  

1 丈 = 10 尺 = 100 寸  
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   A 

 
 
  
ｘ歩 
                           
                              H 
 
 B                      C         F      G 

          y 歩               1000 歩     127 歩 
 
 
  △ABG ∽△HFGより、AB：HF=  5 ：FG      ········(３) 
  BG＝ y＋1000＋127 歩。 
 
    (３)より、ｘ： ５  ＝ （ｙ＋1127） ：127  
      127ｘ =  ５（ｙ＋1127）  

              ｘ =  
127

)1127(5 +y
   ········ (4) 

 

    それで、（２）と（４）より、 x  と を求めましょう。 y
 

123
)123(5 +y
 ＝  

127
)1127(5 +y
 、 y ＝ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

   ｙを代入して、x = ____________________  
 
※劉徽の重差の解き方（10 ぺージ）で計算してみましょう。 

島の高さ。表の高さ
数の差二つの表から退いた歩

表の隔たり表の高さ
=+

×
 

⇒ +=
　　　　　　　　　　　

島の高さ  ５歩  ＝      

島と前表の距離。
数の差二つの表から退いた歩

表の隔たり前表から退いた歩数
=

×
 

⇒ 　 　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

島と前表の距離 ==
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２、(海島算経の第四問)、谷の深さを測りましょう。 

 
 

い
ま
深
い
谷
を
望
む
。
さ
し
が
ね
を
縦
に
谷
岸
に
ふ
せ
、
句
の
高
さ
を
六
尺
に
す
る
。
こ
こ
で
句
の
端
か
ら
谷
底
を
望
む
と
、
下

の
股
に
九
尺
一
寸
入
る
。
ま
た
二
番
目
の
さ
し
が
ね
を
上
に
三
丈
隔
て
て
設
け
、
さ
ら
に
句
の
端
か
ら
谷
底
を
望
む
と
、
上
の
股

に
八
尺
五
寸
入
る
。

、
谷
の
深
さ
は
い
く
ら
か
。 

問
う

答
、
四
十
一
丈
九
尺
。 

術
（
計
算
法
） 

さ
し
が
ね
の
隔
た
り
を
上
股
に
掛
け
、
実
（
被
除
数
）
と
す
る
。
上
股
と
下
股
を
互
い
に
引
い
て
、
余
り
を
法
（
除
数
）
と
し
て
、

実
（
被
除
数
）
を
割
る
。
得
た
値
か
ら
句
の
高
さ
を
引
く
と
、
谷
の
深
さ
で
あ
る
。 
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３
丈 

谷
の
深
さ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下股 

 E 

   

 

C        D 
 
 
 
 
 
B          A 

 

 

単位:   1 里 = 300 步 
1 步 = 60 寸 = 6 尺 = 0.6 丈  

1 丈 = 10 尺 = 100 寸  
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上股 

  H 

 

 F  G 

 

 

 

 

           

B          A 

 

   

 

 

 

 

劉徽の重差の解き方を使ってみる： 

＝　　　　　
　　　　　　　　　　

谷の深さ
上股下股

上股さしがねの隔たり
⇒=

−
×
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３、（海島算経の第二問） 

松の高さと、山から前表までの距離を測りましょう。 

 
い
ま
山
の
上
に
生
え
た
高
さ
が
わ
か
ら
な
い
松
を
望
む
。
高
さ
二
丈
の
二
個
の
表
を
、
前
後
五
十
歩
隔
て
、
前
表
と
後
表

と
山
の
三
者
が
一
直
線
に
な
る
よ
う
に
立
て
る
。
こ
こ
で
前
表
か
ら
七
歩
四
尺
を
退
い
て
、
目
を
地
に
つ
け
て
松
の
梢
を

望
む
と
、
前
表
の
端
に
重
な
る
。
ま
た
松
の
根
本
を
望
む
と
、
表
に
二
尺
八
寸
入
る
。
次
に
後
表
か
ら
八
歩
五
尺
を
退
い

て
、
目
を
地
に
つ
け
て
松
の
梢
を
望
む
と
、
後
表
の
端
に
重
な
る
。
問
う
、
松
の
高
さ
お
よ
び
山
と(

前)

表
の
距
離
は
、

そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
。 

答
え
は
松
高
、
十
二
丈
二
尺
八
寸
。
距
離
、
一
里
二
十
八
歩
と
七
分
の
四
歩
。 

術
（
計
算
法
） 

 

前
表
に
入
っ
た
数
を
表
の
隔
た
り
に
掛
け
、
実
（
被
除
数
）
と
す
る
。
表
か
ら
退
い
た
数
の
差
を
法
（
除
数
）
と
し
て
、

実
（
被
除
数
）
を
割
る
。
こ
の
値
に
前
表
に
入
っ
た
数
を
加
え
る
と
、
松
の
高
さ
に
な
る
。 

前
表
と
山
の
遠
近
を
求
め
る
に
は
、
表
の
隔
た
り
に
前
表
か
ら
退
い
た
数
を
か
け
て
、
実
（
被
除
数
）
と
す
る
。
二
つ
の

表
か
ら
退
い
た
数
の
差
を
法
（
除
数
）
と
し
て
、
実
を
割
る
と
、
山
と
前
表
の
距
離
に
な
る
。 
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  A 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   B                  C   

 

 

單位:   1 里 = 300 步 
1 步 = 60 寸 = 6 尺 = 0.6 丈  
  D    E     F

1 丈 = 10 尺 = 100 寸  
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  A 
 
 
 
 
 
   J 
 
 
                 H 
              
                G 
    B              C    D 
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劉徽の重差の解き方を使ってみる： 

松の高さ。前表に入った数
の差二つの表から退いた数

表の隔たり前表に入った数
=+

×
 

松の高さ == ＋　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

    

 

山と前表の距離。
の差二つの表から退いた数

前表から退いた数表の隔たり
=

×
      

 山と前表の距離 ==
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